
令和２年８月２４日（月）～令和２年８月３０日（日）〔令和２年第３５週〕の感染症発生状況 

第３５週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 3)突発性発しんでした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は１．４３人と前週（２．０８人）から横ばいで、例年より低いレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は０．８１人と前週（０．５７人）から横ばいで、例年より低いレベルで推移しています。 

突発性発しんの定点当たり患者報告数は０．６８人と前週（０．５４人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。 

【感染症発生動向調査事業から】 
   
     

  

 

 
    

   

 

 

  

 

    

   

  

 

 

 

     

今、何の病気が流行しているか！

第３５週報告数第２位

第３５週報告数第１位
新型コロナウイルス感染症の市内発生状況－令和２年７月～８月－ 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健所・各区役所地域みまもり支援センター 
（福祉事務所・保健所支所） 
令和２年９月１日作成 

（問合せ先） ０４４－２７６－８２５０

川崎市における新型コロナウイルス感染症の報告数は７月以降増加し、令和２
年第３２週（８月３日～８月９日）に１５１件と最多になりました。その後は、
徐々に減少がみられるものの、第３５週（８月２４日～８月３０日）は１２６件
と依然として１００件以上の報告があります。 
 流行のピークであった第３２週は男性の割合が６１．６％と高く、同時期の 
２０～３０歳代の割合も６０．９％ 
と半数以上を占めました。第３３週 
以降は明らかな男女差はみられませ 
んが、第３５週は６０歳以上が 
１６．７％と徐々に増加しています。 

重症化リスクの高い高齢者に感染 
させないために、御家庭でも十分注 
意しましょう。 

川崎市における新型コロナウイルス感染症の 
診断週別男女別発生状況（令和２年第２７週～第３５週） 

川崎市における新型コロナウイルス感染症の 
診断週別年齢階級別発生状況（令和２年第２７週～第３５週） 
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 ●体調が悪い場合は、軽めの 
 症状でも仕事や学校を休み 

ましょう。 
 
●発熱や咳などの症状がみら 

れる場合は、重症化リスク 
の高い高齢者との接触は避 
けましょう。 

 
●御家庭内では、手洗いなど 
 手指衛生を徹底しましょう。


